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衆
議
院
議
員
沢
田
広
君
提
出
東
京
佐
川
急
便
株
式
会
社
の
埼
玉
県
新
座
市
に
お
け
る
農
地
転
用
に
関
す
る
質
問 

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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三 

 
衆
議
院
議
員
沢
田
広
君
提
出
東
京
佐
川
急
便
株
式
会
社
の
埼
玉
県
新
座
市
に
お
け
る
農
地
転
用
に 

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

本
件
の
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
五
条
第
一
項
の
許
可
申
請
に
つ
い
て
は
、
申
請 

地
が
市
街
化
調
整
区
域
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
農
地
転
用
許
可
基
準
に
つ
い
て
」
（
昭 

 

和
四
十
四
年
十
月
二
十
二
日
農
林
事
務
次
官
通
達
。
以
下
「
調
整
区
域
許
可
基
準
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
審
査
し
た

結
果
、
申
請
地
は
一
級
河
川
（
黒
目
川
）
、
関
越
自
動
車
道
、
県
道
保
谷
志
木
線
等
に
囲
ま
れ
た
生
産
力
の
低
い 

小
団
地
の
農
地
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
乙
種
第
二
種
農
地
と
判
断
さ
れ
、
転
用
目
的
、
転
用
面
積
等
を
考
慮
す
る 

 

と
調
整
区
域
許
可
基
準
の
記
の
第
2
の
2
の
(2)
の
②
に
該
当
す
る
と
判
断
し
て
許
可
し
た
も
の
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 



四
に
つ
い
て 

な
お
、
当
該
土
地
を
貸
駐
車
場
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
埼
玉
県
知
事
の
行
っ
た
同
法
第
四
条
第 

 

一
項
の
許
可
は
、
申
請
地
が
乙
種
第
二
種
農
地
で
あ
り
、
調
整
区
域
許
可
基
準
の
記
の
第
2
の

2
の

(2)
の
②
に 

該
当
す
る
と
判
断
し
て
許
可
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
当
該
土
地
は
許
可
の
条
件
に
従
っ
た
利
用
を
さ
れ 

 

て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
今
後
の
是
正
措
置
に
つ
き
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。 

御
指
摘
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
知
事
の
行
っ
た
平
成
元
年
二
月
二
十
五
日
付
け
の
農
地
法
第
四
条
第 

 

一
項
の
許
可
は
当
該
土
地
の
所
有
者
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
、
東
京
佐
川
急
便
株
式
会
社
が
同
法
第
五
条 

 

第
一
項
の
許
可
を
受
け
ず
に
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
を
整
備
し
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ 

 

に
つ
い
て
は
同
社
が
同
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
条
第
一
項
に
、
土
地
所
有
者
が
同
法
第
五
条
第
一
項
に
そ 

 

れ
ぞ
れ
違
反
し
て
い
る
の
で
、
埼
玉
県
及
び
新
座
市
と
も
連
絡
を
取
り
つ
つ
、
今
後
の
是
正
措
置
に
つ
い
て
適 

 

切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。 

四 

 



都
市
計
画
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
建
設
省
令
第
四
十
九
号
）
第
六
十
条
に
よ
り
新
座
市
長
が
昭
和
六
十 

三
年
一
月
二
十
二
日
付
け
で
交
付
し
た
証
明
書
中
記
載
の
建
築
物
等
の
面
積
は
三
万
千
四
十
二
・
七
六
平
方 

 
 

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
確
認
の
申 

 

請
書
の
建
築
物
の
敷
地
面
積
と
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
当
該
敷
地
に
つ
い
て
の
実
測
値
で
あ
る
。 

な
お
、
東
京
佐
川
急
便
株
式
会
社
又
は
佐
川
急
便
株
式
会
社
名
義
の
土
地
に
は
、
農
地
法
第
五
条
第
一
項
の 

 

許
可
に
係
る
六
十
筆
（
許
可
当
時
の
筆
数
）
の
土
地
の
ほ
か
、
右
許
可
当
時
か
ら
登
記
簿
上
の
地
目
が
宅
地
で 

 

あ
っ
た
土
地
及
び
そ
の
後
に
新
た
に
表
示
の
登
記
が
さ
れ
た
土
地
が
含
ま
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
東
京
佐
川
急
便
株
式
会
社
又
は
佐
川
急
便
株
式
会
社
名
義
の
土
地
（
新
座
市
池
田
二
丁
目
三
六
三
一 

 

番
三
ほ
か
十
九
筆
）
及
び
御
質
問
の
三
に
掲
げ
ら
れ
た
土
地
の
登
記
簿
上
の
面
積
を
合
計
す
る
と
二
万
九
千
二 

 

百
二
十
九
・
〇
四
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。 

農
林
水
産
大
臣
が
同
法
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
し
た
面
積
二
万
六
千
百
六
・
七
一
平
方
メ
ー
ト
ル
は
、
許 

 

五 

 



五
に
つ
い
て 

六
か
ら
八
ま
で
に
つ
い
て 

調
整
区
域
許
可
基
準
の
記
の
第

2
の

1
は
、
甲
種
農
地
を
対
象
と
す
る
農
地
転
用
の
取
扱
い
を
定
め
て
い
る 

も
の
で
あ
り
、
調
整
区
域
許
可
基
準
の
記
の
第
2
の

1
の

(1)
の
⑨
は
、
原
則
と
し
て
許
可
し
な
い
も
の
と
し
て 

 

い
る
甲
種
農
地
で
あ
っ
て
も
例
外
的
に
許
可
で
き
る
も
の
と
し
て
、
平
成
元
年
三
月
三
十
日
の
改
正
に
よ
り
措 

 

置
し
た
も
の
で
あ
る
。 

御
質
問
の
緑
地
が
敷
地
に
占
め
る
割
合
及
び
営
業
用
車
両
の
出
入
り
台
数
に
つ
い
て
は
、
貨
物
自
動
車
運
送 

 

事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
に
お
い
て
規
制
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
営
業
許
可
者
と
し
て
把
握
し
て 

 

可
当
時
の
農
地
六
十
筆
の
登
記
簿
上
の
面
積
を
合
計
し
た
も
の
で
あ
る
。 

本
件
の
農
地
転
用
に
係
る
農
地
は
、
乙
種
第
二
種
農
地
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
調
整
区
域
許
可
基
準
の 

 

記
の
第
2
の
2
の
(2)
の
②
に
該
当
す
る
と
判
断
し
て
許
可
し
た
も
の
で
あ
る
。 

六 

 



 

七 

お
ら
ず
、
御
指
摘
の
点
に
つ
い
て
措
置
を
講
ず
る
べ
き
立
場
に
な
い
。 

ま
た
、
佐
川
急
便
田
無
営
業
所
の
配
置
車
両
数
は
、
同
営
業
所
の
新
設
を
認
可
し
た
時
点
に
お
い
て
は
七
十 

 

五
両
で
あ
り
、
現
在
は
百
八
十
両
で
あ
る
。
同
営
業
所
の
自
動
車
車
庫
の
面
積
は
、
新
設
の
時
点
か
ら
現
在
に 

 

至
る
ま
で
五
千
八
百
九
十
五
・
九
二
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
現
在
の
配
置
車
両
す
べ
て
を
収
容
で
き
る
も
の 

 

で
あ
る
。 

九
に
つ
い
て 

本
件
の
農
地
法
に
基
づ
く
許
可
処
分
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
調
整
区
域
許
可
基
準
に
よ
り
適
切
に
行
わ
れ
て 

 

い
る
も
の
で
あ
る
が
、
許
可
の
条
件
に
従
っ
た
利
用
が
行
わ
れ
ず
、
ま
た
同
法
に
違
反
す
る
行
為
が
行
わ
れ
た 

 

こ
と
は
遺
憾
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
適
切
な
是
正
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
農
地
転
用
許
可
制
度
の
運
用 

 

に
当
た
っ
て
は
、
許
可
処
分
後
の
転
用
履
行
状
況
の
把
握
、
違
法
転
用
の
早
期
発
見
等
に
つ
い
て
的
確
に
対
処 

 

し
て
ま
い
り
た
い
。 




